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般

若

心

経

①仏さまが説かれた

偉大なる完成された

悟りの智慧

お釈迦様（ゴータ

マ・シッダールタ）

が唱え、玄奘三蔵が

５世紀に漢文翻訳し

た。

②観自在菩薩は、瞑想から生じる理智によって見極めた。この世の

いのちとその働きのすべてが実体のないものであると。

すべての存在は５つの要素から成り立つと。

５つの要素

五蘊（ゴウン：５つのこの世を示す塊）＝色・受・想・行・識

色＝物質的な存在、 受＝物事を感受する心の働き、

想＝物事を思い描く心の働き、 行＝心の意思的な働き、

識＝識別、判断する心の働き

③舎利子よ、色(しき)は空(くう)に異ならず、空(くう)

は色(しき)に異ならず、

色は即ち空、空は即ち色。受想行識（私達の感覚・想

い・意思・意識）もまた、かくの如し。

④舎利子よ、この諸法は空相にして生じることなく滅す

ることなし。

垢(く)ならず浄(じょう)ならず、増すことも減ることも

なし。

⑤この故に、空(くう)においては形あるものはなく、

"いのち"と、その働きもなく、眼も耳も鼻も舌も意(ここ

ろ)もなく、色も声も香も触も法もなく限界から意識界の

すべてがない。

⑥この世に無明はなく、

無明の尽きることもなく、

老死もなく、老死の尽き

ることもなく、苦もなく、

苦の原因もない。

⑦苦の滅

もなく、

苦から逃

れる道も

ない。

⑧智もなく、所執もなく、所執なきが故に菩提薩埵の

「般若波羅蜜多」によりて、住するところに心迷いなき

が故に、恐怖もなく、逆さまの想いから離れ、ついには

涅槃を達成する。

⑨三世（過去・現在・未

来）のすべての仏が「般

若波羅蜜多」によって霊

的進化の成就をなしとげ

たのである。

⑩故に知るべし、「般若波羅蜜多」の大

いなる咒、悟りの咒、無上にして無比の

咒は、一切の苦を除くものなり。

※咒(じゅ)とは、呪文(じゅもん)の事。

⑫往きて・・・

往きて・・・

彼岸へと往きて・・・

まさしく

彼岸へと往きて・・・

悟りよ、成就！

※成就とは、

言葉で言い表せない幸

⑪真実にして虚(いつわ

り)のない、「般若波羅蜜

多」の理智によって説か

れた呪。

その呪は即ち、次の如し。

⑬般若波

羅蜜多と

いう核心

の経典。


